
水門・排水機場の操作員の知識と技術の向上を目的に、酒田河川国道事務所管内の

 

操作員を対象に、講習会が開催されました。

大雨などで、最上川の水位が上がったとき、川の水が水路などを逆流し、

 

住宅や田んぼまでこないよう、水閘門のゲートを閉めなければなりません。

 

また、川の水位が下がった時は、住宅地や田んぼから流れる水路の排水のた

 

め、ゲートを開く必要があります。このように洪水時に、昼・夜関係なく水

 

閘門のゲートを開けたり閉めたりしているのが水閘門操作員です。地域の安

 

全と財産を守る大切な仕事です。
今年、飽海管内では、大雨などの出水により、4度の出動がありました。

 

今後とも安全を確保の上、よろしくお願いいたします。

全体での講習の様子

各出張所に分かれての講習の様子

講習のほか、永年勤続で、飽海出張所管内より東北地方整備

 

局長表彰（勤続20年以上）と酒田河川国道事務所長表彰（勤

 

続15年以上）の４人が紹介されました。

システム演習

水門操作の為出動した

 

際、携帯電話を使って、

 

作業状況を報告します。

 

マニュアルを参考に、

 

システム演習を行いま

 

した。

今年度の出動操作状況の報告、出動時の操作や

 

点検についての手順を確認。

12月5日より4日間、さみだれ大堰の設備

 

点検が行われました。年に一度、日常行って

 

いる点検項目より更に詳しく、１つ１つの機

 

械を外観から機械内部まで細かく、点検整備

 

しました。 川をせきとめる時は、全門立てるが、

 

点検のため、手前の一門だけ立てたさみだれ大堰
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